
 

みなさん、こんにちは。 

朝の通勤途上、ウグイスの鳴き声を聞きました。まだまだたどたどしい鳴き方でしたが、「春告げ鳥」と

呼ばれるように「一足早い春」を耳から感じました。 

 

１．「ひなまつりイベント」で十二単と衣冠の着付け 
２月２５日(日)は「ひなまつりイベント」と題して、ボランティアの着付けグループが十二単と衣

冠の着付けを開催しました。小学生から７０代の方まで１６名が伝統的な日本の装束を身につけ、

ピンと背筋を伸ばして鏡に映った姿に見とれていました。 

太寺の前田千惠子さん(７７歳)さんは「先週が誕生日で喜寿のお祝いと思って申し込みました。何

だか恥ずかしいけれど、念願の衣装を着れてうれしいです」 

魚住の東浦さんはご夫妻で衣冠と十二単を身につけ、「陣内さんと紀香さんのよう」と声がかかって

いました。奥様は７ヶ月の妊婦さんで、「いい記念になりました」と話してくれました。 

   
▲ 小学生も背筋を伸ばして       ▲ 喜寿のお祝いに             ▲ 衣冠と十二単が並ぶととってもいい雰囲気 

◆３月の着付け申し込みは３月１日(水)９：００からです。（電話０７８－９１８－５４００） 

 

２．ワークショップ「布ぞうり作り」 
２月２５日（日）には「布ぞうり作り」のワークショップ(通算６回目)も開催。１５名の方が思い

思いの布でお気に入りのぞうりを作りました。大久保の池田さんは布団カバーを持ってきて「前か

ら作りたかったんです。孫の分を何足か作ります」と話してくれました。ご夫婦で参加した別府さ

ん（太寺）は「意外と難しい。６０年前に津名の方でわらじを編んだけれども、これもけっこう難

しいです」と二人で一足を編み上げました。 

参加者同士でできあがった作品を見ながら感想を出し合うと、柄や素材の違いに発見があり、次へ

の意欲がわいてくるようでした。 

   
▲ 鼻緒の付け方はね‥‥‥        ▲ はぎれも交換し合って         ▲ 色とりどりの布ぞうりが完成 

◆３月の布ぞうり作りは、３月１８日(日)１０：００～１５：００ 

申し込みは電話で３月１日(水)９：００からです。先着１５名（電話０７８－９１８－５４００） 

 

３．「発見！明石路上写真術」参加者の写真を公開 
1月27日に開催したワークショップ参加者による路上観察写真｢超芸術｣を下記のブログページで公開し

ています。何気なく歩いている街中にもオモシロイモノ、不思議なものがたくさんあります。新鮮な発見を

覗いてみませんか。 

http://akashirojyou.blog91.fc2.com/ 
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